
２年ぶりの開催となったネットワーク交流会。

ファイナンシャルプランナーやスクールソーシャルワーカーとして、多方面で活躍され

ている野々村千映子氏を講師として迎え、SDGｓについての講習を受けました。

グループごとに SDGｓのすごろくゲームで緊張をほぐし、楽しんだ後、グループトー

クで参加者全員が、ＳＤＧｓについて真剣に話し合いました。

飢餓の問題から、ゴミのポイ捨て問題まで。短時間だったので、問題の解決方法ま

で到達することはできませんが、現時点での問題がいくつかピックアップされ、それを

自分のこととして認識できることは、遠く感じる

目標に一歩近づいたということだと思います。

講師の野々村さんからは、「今日、話を聞い

たこと、感じたことをそれぞれの家庭に持ち帰っ

て、家族みんなで話をしてほしい。そうすること

で、SDGｓの考えがどんどん浸透し広がってい

って、達成年限の 2030 年にひとつでも多くの

事が達成できる」とのことでした。
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ＳＤＧｓ（エスディジーズ）とは、「誰一人取り残さない」持続可能

でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標です。

２０１５年の国連サミットにおいて、すべての加盟国が合意した

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」の中で掲げられまし

た。２０３０年を達成年限とし、１７のゴールと１６９のターゲット

から構成されています。

これらの目標は、世界各国の行政の取組みだけでは達成は不可能で

す。企業や地方自治体、個人一人ひとりに至るまで、皆が意識して行

動しないと難しいことです。

最近よく耳に

するよね･･･

意外と気がつかない

うちに皆がやっている

ＳＤＧｓ。

一人一人が意識する

ことで目標達成に

グーンと近づきますね！

やすぎボランティア団体ネットワークの

加盟団体の活動が、どの目標にひもづいて

いるのか示しました。

えすでぃじーず
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山佐ダム体験交流施設管理組合

作画

柏屋コッコ

（安来市出身）

やすぎボランティア団体ネットワークでは、2014 年より、北海道のリ

ングプル再生ネットワーク（プルネット事務局）へプルタブを送っていま

す。プルネットは全国の様々な団体から送られたプルタブをリサイクル

業者で換金し、協賛業者で車椅子を購入し、プルタブの寄贈者へ提供

しています。

ただ、車椅子を得るためには最低でも 600 ㎏のプルタブが必要で、

なかなか溜まるものではありません。

そこで私たちネットワークは、プル

ネットの経費（専用袋や運送費など）

に充ててもらおうとプルタブを集めて

送っています。言うなれば、ボランテ

ィアのためのボランティアといったと

ころでしょうか。

この考えにご賛同いただける方

どうぞブルタブ回収にご協力ください。

よろしくお願いいたします。

令和 4年度はボランティア啓発漫画のパネルを 4回展示しました。

安来市立図書館、はくた図書室では子どもたちの夏休み、春休み中に展

示をさせてもらいました。

何かちょっとだけ、この漫画のことが、子どもたちの記憶の片隅に残る

ことを願っています。

ネットワークより 9 団体 18 名、情報高校

から 6 名、一般参加 1 名の参加があり、

事務局を含め総勢28名の賑やかな交流

会となりました。

ボランティア啓発の

漫画パネル展示

「フェアトレードマーク」や「WFP マ

ーク」のついた商品を購入すること

で、エシカル消費という、社会的課題

の解決に取り組んでいる事業者を応

援することになるそうです。間接的な

ことから始めてみるのもいいと思い

ます。

あ、やばい。

また振出しに戻っちゃう～

このマーク

調べてみて

ください。



ＮＰＯ法人青少年サポートの会

ＥＭで自然と生命を育む会
い の ち

ＥＭ（有用微生物群）の活用を主体に、河川の浄化、生

ゴミの堆肥化など、環境、健康、農業への問題解決に取

り組み、循環型社会づくりを目的に活動しています。

河川の浄化活動、市内小学校プールに活性液の投入や

環境学習の講師活動もしています。

お問合せ☎ 090-4894-7636 藤原

Mail: fujitune@dojyokko.ne.jp

やすぎ女男輝らり会
ひとひと き

女性男性、性別を問わず、1人 1人があらゆる分野で一

緒に活躍できる環境づくりを目指しています。

災害時の避難所運営ゲーム「HUG」を行うことで女性を視

点とした防災啓発活動。「男女共同参画かるた」を通して

あらゆる分野での女性参画啓発活動を行っています。

お問合せ☎ 0854-22-6005 福井
★高校生の皆さんと一緒にできる活動が

あります。

山佐ダム体験交流施設「やまびこ」周辺を利用して様々

なイベントを企画し、山佐地区の活性化を目的に活動を

しています。

キャンプ場祭り、きのこ狩りの集い、

グラウンドゴルフ大会（年 4回）など

お問合せ☎ 0854-26-4768
（事務所：月水金、午前中）

携帯☎ 080-5623-9734（管理組合）

大阪健康福祉短期大学安来キャンパス

（旧：島根総合福祉専門学校）

介護福祉士国家試験受験資格のための学習や介護福祉

の本質を学んでいます。会員相互の親睦交流、学術向上

を目的に活動をしています。

お問合せ☎ 0854-32-4198 石倉

Mail: y.ishikura@kenko-fukushi.ac.jp

★高校生の皆さんと一緒にできる活動が

あります。

安来点訳奉仕団きつつきの会

飯梨川を中心に河川の自然環境を再生する活動に取り

組んでいます。親水広場の整備、水質改善と景観保全

のため、河川の雑草木の除去などを行っ

ています。

住民の心身を癒し、子どもの環境教育の

場となるよう活動しています。

ご要望があれば、学校へ出向いて環境の

お話もいたします。

飯梨川再生ネット

山佐ダム体験交流施設管理組合

「ｖｏｌｕｎｔｅｅｒ」とは、もともと「志願者」「有
志者」という意味を持ち、“自らすすんで”

行う姿勢や精神が重要視された言葉です。

つまり、誰もが、自分ができることを自分

の意思で周囲と協力しながら無償（有償の

場合も有）で行う活動のことです。

プルタブ回収を行っています!!

集まったプルタブは、車いすなどに交換する団体

『プルネット』へ送っています。車いす一台には

６００㎏のプルタブが必要です。

少しでも構いませんので 安来市役所 2Ｆ

やすぎボランティア団体ネットワーク

（地域振興課）の窓口までお願いします。

いかがでしたか？

ボランティアは特別な知識や技術がなくても、自分の

趣味や好きな事を活かせる活動があると思います。

まずは周りの人に少しだけ優しい心、思いやりの心を表

してみてはどうでしょう。

ネットワークでは、様々な分野の団体が加盟し活動を

しています。高校生の皆さんと活動してみたいという

団体もありますよ。気軽にお問合せください。

ネットワーク事務局 TEL: 0854-２３－３０６７
（安来市役所地域振興課内）

安来市食生活改善推進協議会キラ☆キッズ

子どもたちや子育て中の人たちが、キラキラ笑顔で毎日

過ごせるように人と人とのつながりを大切に活動してい

ます。親同士がつながり、不安や悩みを相談しあえる場

所の提供、PTA 研修会などで子どもとの関わりを振り返

る親学の実施、地域活性化イベントの開催など

お問合せ☎ 090-4578-8767 山根

★高校生の皆さんと一緒にできる活動が

あります。

十神こどもサポーター

地域の自然や人とのかかわりを通して、心豊かな感性

と、心豊かな子どもを育むための活動しています。

中海宍道湖一斉清掃活動、学校支援ボランティア

寺子屋とかみ（十神交流センター事業）の企画、運営

お問合せ☎ 0854-23-0755 大驛(ｵｵｴｷ)

Mail:tokami.cs@city.yasugi.shimane.jp
★高校生の皆さんと一緒にできる活動があります。

交流センターや各種団体と協力し、食のボランティアを

推進しています。

男性料理教室、親子クッキング、生活習慣病予防教室な

どを開催。食に関するお話や調理教室など、ご要望が

ありましたらお問合せください。

お問合せ☎ 0854-23-3221
（事務局：安来市いきいき健康課 和田）

★高校生の皆さんと一緒にできる活動が

あります。

安来市まちづくり協議会

市民の皆さんがいきいきと元気で暮らせ、

安来に住んで良かったと思えるまちづくり

を目指し活動をしています。

まちづくり勉強会を開催。安来市への

提言活動。地域活動マップの更新、

まちづくりアンケートの利活用など。

お問合せ☎ 090-4891-1394 石倉
★高校生の皆さんと一緒にできる活動があります。

R5.9

家でも学習塾でもない、誰でも気軽に来て勉強できる

オープンな「勉強のための居場所」、「第三の居場所」に

なれば良いとの思いで開催しています。

R5 年度は青少年（中学卒～40 歳未満）の居場所づくり

事業を安来市より委託されました。

毎年夏には「森の見た夢コンテスト」も

開催しています。

お問合せ☎ 0854-22-0850（水曜日）

Mail:yasugi-support@camel.plala.or.jp

視覚障がい者の生活支援として点訳図書を製作し、

読書環境の充実を目的に活動しています。

点訳図書の製作、点訳の普及のための講習会の開催、

視覚障がい者との交流会にも参加して

います。

お問合せ☎ 0854-22-2578 遠藤

★高校生の皆さんと一緒にできる活動が

あります。

ボランティアを偽善だと思っている方も少なからず

あると思います。

けれど、どうでしょう。仮に偽善的な行為であって

も、その行いにより困っている人が助かったり、そのこ

とで喜んでくれるひとがひとりでもあったなら、それ

は立派な善なのではないでしょうか。

きっかけはどうあれ、実際の行為が大事ですよね。

皆さんはどう思われますか？

ボランティアってどんな意味？？

善？それとも偽善？

活動のための保険

ご存知ですか？安来市には『市民活動補償制度』が

あります。これは市民の皆さんが安心して市民活動や

ボランティア活動に参加できるよう、活動中の事故に

対して一定の水準の補償を行うものです。

ただし、活動を行う団体について事前の登録が必要

です。

詳細は安来市土木建設課（TEL: 23-3311）へお問合

せいただくか、安来市のＨＰでご確認ください。

（旧：わくわく子ども大会）

私たちは、安来市内で活動する

ボランティアグループの集まりです。

一緒に安来を元気にしませんか。

市民の皆様へのボランティア情報の提供や団体相

互の協力、情報交換の場として２００６年１月に設

立され、今年度で１８年目となりました。

加盟団体を広く市民の皆さまに知っていただくた

め、またボランティアの啓発、より一層の社会貢献

活動の実現のためにやすぎボランティア団体ネット

ワークは活動しています。

近年は感染症の影響で活動の縮小もありました

が、制約も無くなった今（感染対策は引き続き行い

ます）、これまで以上の活動をしていきたいと考えて

います。

ネットワークには、さまざまな分野で活動をして

いる団体が加盟しています。まずは団体紹介からご

覧ください。

やすぎボランティア団体

ネットワーク とは ？

つなげよう！

ボランティアの輪

やすぎボランティア団体ネットワーク

事務局TEL：0854-23-3067

【問合せ先】

（安来市役所地域振興課内）


